
第 3 章 快適な環境の保全と創造

都市部におい て は水辺環境や緑、 ゆ と り と 快適性が失われ、 農山村部で も 豊かな 自然の荒廃

やふれあいの減少が起 き て い る た め 、 自 然 と 人間 と の共生 を基本に 、 よ り 暮 ら し に 身近 な生活

環境 を 中心 に 、 自 然 と 詞和 し た生活空間 と 美 し い景観及びこ れ ら と 一体の歴史的 ･ 文化的環境

を保全 しつつ地域の特性に あ っ た 快適な環境を創造す る 必要があ る 。 地域にお け る 人 と 自 然の

豊かなふれあいや都市 と 農村の交流 を 図 る 。

第 1 節 自 然環境 と調和 し た生活空間の創造

1 親 し みやすい水環境の保全 と創造

( 1 ) 親水空間の整備

0 ふ る さ と の川づ く り

河川本来の 自然環境の保全 ･ 創出や周辺景観 と の 調和 を 図 り つつ 、 地域整備 と 一体 と な っ た河メ

川改修を行い 、 良好な水辺空間の形成 を 図 っ た 。

平成 1 1 年度事業箇所 由良川 (大栄町) G可川 課)

○ 団体営水環境整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 1 ) 参照 ) (耕地課)

○ 海岸環境整備事業

砂丘の保全のみ な ら ず、 周辺 レ ジ ャ ー施設 と 一体的 な海洋性 レ ク リ エ ー シ ョ ン機能 を創造す る

ため 、 海岸整備 を実施 し 、 海浜の利用促進 を 図 っ た 。

平成 1 1 年度事業箇所 北条海岸 人工 リ ー フ L = 5 4 4 m (河川課)

○ 県営た め池等整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 1 ) 参照 ) (耕地課)

○ 海岸保全事業 (局部改良)

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 2 ) 参照 ) (河川課、 漁港課)

○ 海岸侵食対策事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 4 ( 2 ) 参照 ) (河川 課、 “ 港湾課、 漁港課)

( 2 ) 名水 、 快適海水浴場の整備等の推進

○ 生活排水対策推進事業

鳥取県水環境保全市町村連絡協議会主催の ｢第 1 3 回名水保全の集い｣ (平成 1 1 年 9 月 7 日

日 南町総合文化セ ン タ ー で開催) に協賛 し た 。 (環境政策課)

○ 海水浴場整備促進指導事業

海水浴場 を水難事故の な い 快適で健全な レ ク リ エー シ ョ ン の場 と す る た め 、 施設等の点検指導

を実施 し た 。 (平成 1 1 年 7 月 1 2 ~ 1 4 日 ) (環境政策課)
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2 豊かで多様な緑の保全と創造

( 1 ) 全県公園化の推進

○ 全県公園化推進事業

全県公園化推進員 を 設置す る と と も に 、 研修、 地域交流会、 活動助成 を通 じて推進員の活動 を

支援 し た 。

設 置 数 2 0 8 人

研 修 会 . 平成 1 1 年 1 0 月 、 東 ･ 中 ･ 西部で各 1 回

地域交流会 : 平成 1 1 年 7 月 、 東 ･ 中 ･ 西部で各 1 回

ま た 、 市町村の公園化 を推進す る施設 設備の整備に対 し て助成 し た 。

平成 1 1 年度助成実績 2 町 (景観 自然課)

○ 公園整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 3 参照) (都市計画課)

○ と っ と り 花回廊管理運営事業

全国最大級の フ ラ ワ ーパー ク と し て 、 県民に花 と 緑あふれる憩いの場 を提供 し た 。

平成 1 1 年度入園者 : 1 1 1 万人 (生産流通課)

○ と っ と り 出合いの森管理運営事業

(第 2 部第 3 章第 2 節の 1 ( 1 ) 参照 ) (森林保全課)

( 2 ) 地域の緑化の推進

○ 漁港環境整備事業

泊漁港におけ る 景観の保持、 美化を 図 り 、 快適に し て潤い のあ る 漁港環境の形成 を図 っ た 。

平成 1 1 年度実施内容 東屋 1 棟、 便所 1 棟、 植栽 1 4 ha他 (漁港課)

○ 港湾環境整備事業 (緑地)

境港竹内地区で夢み な と タ ワ ー と 一体的 な公園 と し て利用 さ れる緑地整備の促進 を 図 っ た 。

平成 1 1 年度実施内容 . 0 . 4 h a

快適で潤いの あ る緑地空間の創造 と 災害時の避難場所の確保のため 、 鳥取港西浜地区の緑

地整備 を促進 し た 。

平成 1 1 年度実施内容 . 0 . 4 h a (港湾課)

( 3 ) 自 然 ･ 緑のネ ッ ト ワ ー ク化の推進

○ 快適森林空間整備事業

｢ と っ と り 夢発見ルー ト ｣ や ｢景観形成地域｣ に あ た る 国道 、 県道等の沿線の森林を整備 し 、

快適で優れた森林空間 を創出す る こ と に よ り 景観整備の促進を 図 っ た 。

平成 1 1 年度事業箇所 1 地区 (森林保全課)

3 良好な景観の保全と創造

( 1 ) 景観形成の総合的推進

○ 景観形成の促進

公共事業の景観形成
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景観シ ミ ュ レ ー シ ョ ン研修の実施及び、 3 次元景観シ ミ ュ レ ー シ ョ ン デー タ の作成 を行っ た 。

景観ア ドバ イ ザー を 設置 し 、 景観形成の推進 について専門的視点か ら の助言を受けた 。

(設置数 : 1 2 人)

景観大賞 を募集 し 、 1 1 1 件の応募があ り 、 ｢倉吉の町屋｣ が大賞 を受賞 し た 。

大山景観形成地域及び沿道海浜景観形成地域の景観阻害物件の撤去 ･ 修景等を推進 し た 。

審査 ･ 指導

鳥取県景観形成条例 に基づ く 特定行為及び大規模行為の届出 に対す る 審査 ･ 指導を行 っ た 。

景観形成巡視員

景観形成巡視員 を 設置 し 、 特定行為及び大規模行為の確認や無届行為発見の ため の巡視活動

を行っ た 。 (設置数 4 2 人) (景観 自然課)

鳥取市の ｢鳥取新都市若葉台地区｣ 及び

米子市の ｢皆生温泉周辺地区｣ が、 平成 1

1 年度の都市景観大賞で 、 建設大臣賞の都

市景観百選に選ばれた 。 日 本の 良好な都市

景観の代表例 と さ れる も の で 、 建設大臣賞

の受賞は県内では は じ め て と な る 。

鳥取新都市若葉台地区 (つ のい ニ ユ ー タ

ウ ン ) の 1 , 4 0 0 区画 を対象に し た電線

類の地 中化は全国的 に も 例がな く 、 C A T

V の導入や色彩豊かな植栽に よ る 快適空間

づ く り な どで 、 ゆ と り と 潤い の あ る 住宅市

街地を実現 してい る 。

　 　　　　　　　　　　　　　　　 　
t増せ ≧きみ“ふと一理こま泣盛謡藤一エ

　　　 　 　　　 　

　　 　　　　 　 　

メ ゾ ノタ

　 　 　　　

鳥取新都市若葉台地区

ま た 、 皆生温泉周辺地区 は 、 日 本海 と 大

山 を 背景 と し た 自 然環境 を有す る 温泉 リ ゾ

ー ト 地 。 官民一体の取組で 、 自 然景観 と 機

能的 な都市空間がバ ラ ン ス よ く 共存 し て い

る 点が評価 さ れた 。 都市景観大賞は 、 良好

な都市空間の創出並びに景観形成 を促進す

る 目 的 と し て平成 3 年か ら ス タ ー ト 。 都市

景観百選は 、 1 0 ~ 1 o o ha程度の都市空

間又は地区が対象で 、 毎年 1 0 件程度 を選

定。 豊かで潤いの あ る 都市環境がバ ラ ン ス

よ く 形成 さ れて い る か ど う かが受賞ポ イ ン

ト に な る 。
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表2 1 4 大規模行為の届出指導状況

区 分

建築物の

新 ･ 増 ･

改築 、 移

取及び外

観の変更

工作物の

新 ･ 増 ･

改築 、 移

嗽及び外

観の変更

物 品 の

集積又は

貯 蔵

鉱 物 の

掘採又は

土 石 の

採 取

土 地 の

区画形質

の 変 更

合 計

平成 9 年度
届 出 件 数 72 27 2 20 3 1 24

う ち指導件数 12 9 0 1 1 23

平成 10年度
届 出 件 数 70 26 2 1 4 5 1 1 7

う ち指導件数 3 5 0 O 1 9

平成 1 1年度
届 出 件 数 48 41 1 1 3 4 1 07

う ち指導件数 2 6 0 O 0 8

表24 5 特定行為の届出指導状況

区 分

建築物の

新 ･ 増 ･

改築 、 移

敷及び外

観の変更

工作物の

新 ･ 増 ･

改築 、 移

敷及び外

観の変更

木 竹 の

伐 採

物 品 の

集積又は

貯 蔵

鉱 物 の

掘採又は

土 石 の

採 取

土 地 の

区画形質

の 変 更

合 。十

平成 9 年度
届 出 件 数 62 0 17 O 3 4 86

う ち指導件数 2 0 0 O 0 0 2

平成 10年度
届 出 件 数 30 1-I▲ 8 1 3 1 44

う ち指導件数 0 0 0 1 0 0 1

平成 1 1年度
届 出 件 数 33 0 1 6 0 0 40

う ち指導件数 0 0 0 1 0 0 1

( 2 ) 良好な都市 自然 農山村景観の保全 と創造

○ 公園整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 3 参照) (都市計画課)

○ 屋外広告物対策事業

良好な都市景観の形成、 自 然景観の保全を 図 る ため 、 違反広告物の撤去指導を行っ た 。

(都市計画課)

○ 電線共同溝整備事業

国道 1 8 0 号、 県道皆生西原線 (米子市) 、 県道

倉吉青谷線 (倉吉市 ) 等で電線類の地中化 を行 っ 国駐寂｢

た 。 (道路課) ,

○ 沿道修景事業

市街地や観光地の活性化 を 図 る た め 、 歩道の実

装化等、 道路の周 り の環境 を整備 し た 。

平成 1 1 年度実施箇所 : 県道常藤関金線 ( 関

金町 湯命館前) の歩道の美化等 (道路課)

電線類の地中化 を行っ え国道旧0号線 (米子市)

○ 大規模自 転車道整備事業

環境にや さ し い 自転車の利用 を促進す る ため 、 県道赤碕東郷 自転車道線の整備 を進め た 。

平成 1 1 年度実施内容 橋梁上部工 1 基、 橋梁下部工 1 基 (道路課)
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○ フ ォ レ ス ト タ ウ ン (木の ま ち づ く り ) 推進事業

フ ォ レ ス ト タ ウ ン の整備は 、 地場産材 を利用 し た り 、 樹木や草花が植え ら れた り 、 せせ ら ぎの

あ る 良好な住環境の木造住宅団 を整備す る も の であ る 。 こ れに よ っ て 、 木材の長所 を生か し た豊

かで 快適な環境に住んでい ただ く と と も に 、 地場産業の利用 を進め 、 地域の木造住宅に関連 した

産業の振興を 図 っ た 。 (住宅課)

○ 環境共生モデル住宅団地整備事業

環境 と 共生す る住環境、 住宅、 住生活 を普及 啓発す る ため 、 エ ネ ルギー 、 資源 、

観点か ら ｢環境への負荷の低減｣ ｢周辺環境 と の調和｣ ｢居住環境の健康 ･ 快適性｣ を

や地球にや さ し いモデル団地 を整備 し て い る 。

平成 1 1 年度実施内容 環境共生住宅県営住宅夕 日 ヶ 丘団地 (仮称) 基本設計作成

環境共生市街地モデル事業崎滓団地基本設計作成

( 3 ) 環境美化運動の推進

環境美化対策推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 1 ( 3 ) 参照 ) (廃棄物 再資源対策課)

運搬及び処分を行 っ た 。

(廃棄物 再資源対策課)

(観光課)

、 資源 、 廃棄物等の

快適性｣ を 目 指 し た人

(住宅課)

○ 海岸漂着物対策の推進

住民の参加 ･ 協力 の も と 、 漂着廃棄物及び海浜地の廃棄物の収集、

平成 1 1 年度実施市町村数 : 9

0 観光地美化等事業 (市町村緊急雇用特別基金事業)

市町村が取 り 組む観光地の美化等、 観光振興のための事業に対 し助成 した 。

平成 1 1 年度助成内容 白兎海岸美化清掃、 皆生温泉周辺清掃他

鳥取砂丘の一斉清掃

鳥取市が中心 と な り 、 6

平成 1 1 年度参加人員

6 0 参加団体の協力 を得て 、 春 と 秋の年 2 回 、 砂丘の一斉清掃を行 っ た 。

~ 延べ 4 8 0 0 人 (景観 自然課)

○ 大山の一斉清掃

(財 ) 自 然公園美化管理財団が中心 と な り 、

山 の一斉清掃 を行っ た 。

･ 平成 1 1 年度参加人員

4 歴史的 ･ 文化的環境の保存 と整備

延べ 2 0 0 0 人

7 0 参加団体の協力 を得て 、 春 と 秋の年 2 回 、 大

(景観 自然課)

そ の保存伝承を支援す る た め 、 用具、 衣装等の新調 、 修理費

(智頭町) 、 賀露神社の麒麟獅子舞

(鳥取市)

(鳥取市) 、

(文化課)

○ 無形民俗文化財保存伝承支援事業

県指定無形民俗文化財につい て 、 そ の保存伝承を

に対す る助成 を行っ た 。

平成 1 1 年度助成対象 重井神社の麒麟獅子舞 (

下味野神社の麒麟獅子舞

○ 倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保存整備事業

倉吉市打吹玉川伝統的建造物群が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定さ れた こ と に伴い

倉吉市の保存計画に基づいて行われる保存修理事業等に対 し助成 を行っ た 。 (文化課)

○ 国史跡妻木晩田遺跡保存活用事業

土地の公有化や遺跡の保存活用方策の検。寸 を行 う と と も に 、 遺跡の初期整備 を行っ た 。

(文化課)
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重点プロ ジ ェ ク ト 4

｢快適な市街地づ く り ｣ 指標か ら みた進捗状況

本県の優れた 自 然、 景観を適切 に保護 保全 しつつ 、 環境負荷の少ない都市の形成に向けた施
策の推進に努め る 。

○ 県民一人当た り 公園面積 、 電線地中化延長、 道路緑化率

公園や電線地中化、 道路緑化な ど快適空間の創出の ため に必要な基盤整備は着実に進んでい
る 。

県民一人当 え り 公園面積 (m2)

※ 県民一人当 た り 公園面積･ ･都市公園 、

県立公園 、 市町村立公園 、 自 然公園利

用施設、 農村公園等の面積

電線地中化延長 (km )
60

50

40 34 79

30 29 29

20

1 0

50

34 79

29 29

道路緑化率 (% )

4
2

0 o ･ 0 0 0 呂

30

26

25

20

1 5 1 3 1 1 3 9
7 0 9

　 　

5
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第 2 節 人と 自然 と のふれあいの確保

1 人 と 自然 と のふれあいの推進

( 1 ) 自 然公園 、 自 然観察園 、 野営場、 オ ー ト キ ャ ンプ場等の整備

○ 自然公園等利用施設整備事業

多 く の人に沿道の豊かな 自然や歴史、 文化に手軽に 、 楽 し く 、 安全にふれて も ら え る よ う 、 国

立公園浦富海岸に位置す る 中国近畿連絡 自然歩道に木道、 休憩所、 案内標識等を整備す る と と も

に 、 国定公園で ｢ 日 本の滝百選｣ の 1 つであ る 雨滝周辺の 中国 自然歩道の橋の改良等 を行っ た 。

ま た 、 三朝町が行っ た県立 自然公園三徳山の公衆 ト イ レ の改築 水洗化について助成 し た 。

(景観 自然課)

○ 鳥取砂丘 こ ど も の国整備事業

県内の家族連れや小学生等が、 自 然 と のふれあ いや遊びを通 じ て憩い楽 しめ る 場 を提供す る た

め 、 鳥取砂丘 こ ど も の 国 の整備工事 を行い 平成 1 2 年 3 月 1 8 日 に一部開 園 し た 。 (整備期

間 : 平成 1 0 ~ 1 2 年度) (子育て支援課)

○ と っ と り 花回廊管理運営事業

(第 2 部第 3 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照 ) (生産流通課)

○ と っ と り 出合いの森管理運営事業

人々 が気楽 に森林 と ふれあ い 幅広 く 利用で き る森林公園 ｢ と っ と り 出合いの森｣ の管理運営

を行っ た 。 (森林保全課)

○ 緑 ･ 木 と のふれ あ い推進事業

県民の緑に対す る 理解 と 植樹及び育樹意識の更な る 高揚 を図 る ため 、 鳥取県育樹祭、 森林のめ

ぐみ感謝祭等 を 開催 し た 。 (森林保全課、 林務課)

○ ふ れ あ い牧場整備事業

大山放牧場の ふ れあ い牧場整備の一環 と し て 、 畜産資料展示施設の展示研修備品導入 と

ふれあ い動物畜舎の建設 を行っ た 。 (畜産課)

○ 氷 ノ 山 自然ふれ あ いの里整備事業

氷ノ 山後山那岐山国定公園の豊かな 自然 を活用 し た 自 然志向型 レ ク リ ェ ー シ ョ ン の拠点施設 と

し て 、 平成 1 1 年 7 月 に オ ー プ ン し た ｢わか さ氷ノ 山 自 然ふれあいの里｣ への連絡道路の整備 を

行っ た 。

ま た 、 ｢氷 ノ 山 自 然ふれあ いの館｣ 周辺に ナ ナ カ マ ド等 を植栽 し た 。 (景観 自然課)

○ 遊歩道の整備

環境防災林 (米子市岡成) 等 に歩道の整備 を行っ た 。 (景観 自然課)

( 2 ) ふれ あ いの機会の充実

○ 自然保護思想普及啓発事業 ( 自 然観察会等)

大山 氷ノ 山 ･ 山陰海岸の地形 地質、 動植物等について 、 現地で 自然観察会を 6 5 回実施 し 、

延べ 1 0 5 7 人が参加 し た 。 (景観 自 然課)
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表2 1 6 平成 1 1 年度 自然観察会実施状況

区 分 実施 日 数 参加人数

大 山 自 然 観 察 会 3 1 日 309人

氷 ノ 山 自 然観察会 29 日 604人

山陰海岸 自 然観察会 5 日 144人

計 65 日 1 ,057人

0 県民参加の森林づ く り 推進事業

森林ボラ ン テ ィ ア 団体森っ 子倶楽部の会員 を対象 と し て 、 直接的 な森林づ く り の実践活動 (下

刈 り 、 間伐 、 枝打ち等) を行 っ た 。

平成 1 1 年度実施状況 5 回 開催 (延べ 2 5 7 名参加) (森林保全課)

2 都市 と農山漁村の交流の推進

( 1 ) 都市 農山漁村の交流、 市民農園等の整備

○ 都市山村交流促進対策事業

森林等を活用 し 、 山村住民 と 都市住民 と の交流 を促進す る ため 、 拠点 と な る 施設の整備に助成

し た 。

平成 1 1 年度実施内容 ･ 交流の森の整備 (遊歩道、 木製遊具等) (林務課)

○ 大山周辺地域観光魅力向上事業

協議会が行 う 事業の経費の一部 を負担 し た 。 協議会では 6 0 名 の観光ボラ ン テ ィ ア を 組織す る

と と も に 、 ガイ ド ブ ッ ク の作成や ホ ー ム ペー ジの 開設等に よ り 積極的 に情報発信 を行っ た 。

(観光課)

○ 山村振興農林漁業対策事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照 ) (農政課)

○ 中山間地域総合整備事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照) (農村整備課)

3 温泉の保護 と 活用

○ 温泉の保護及び多様な温泉の活用

県内の源泉の温泉湧出能力等の状況調査を引 き 続 き 行 う と と も に 、 不法行為の防止に努めた ほ

か 、 自 然環境保全審議会 (温泉部会) の審議 を経て 、 掘削及び動力装置の設置に係 る 温泉法に基

づ く 。午可 を 7 件行っ た 。

ま た 、 県内 の温泉資源の保護 と 観光等への有効利用 を促進す る た め 、 ｢鳥取県の温泉｣ を刊行

し た 。 (景観 自 然課)

○ 温泉 フ ェ ス テ ィ バル - n と っ と り の開催

中部温泉郷 を対象に 、 観光客が直接参加 触れる こ と ので き る体験イ ベ ン ト を充実 させる と と

も に 、 イ ベ ン ト の仕掛け人であ る 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ と の交流の場を 設定 し 、 観光 と 連携 し た ま ち

づ く り を行 っ た 。 鴎 (観光課)
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重点プロ ジ ェ ク ト 5

｢人 と 自然の豊かなふれ あい｣ 指標か ら みた進捗状況

自然 と のふれあい を促進す る ため 、 拠点 を整備す る と と も に 、 自 然観察会や森林学習会等のふ

れあいの機会を充実す る 。

ま た 、 都市 と 農山漁村 と の交流を推進 し 、 農林水産業に対す る理解を進め る 。

○ 県民一人当 え り 公園面積 、 遊歩道の延長

公園や遊歩道な ど 自然 と のふれあ い の場 を提供す る ため に必要な基盤整備は着実に進んでい

る 。

県民一人当 た り 公園面積 (m2) 遊歩道の延長 (km )
200

1 5o 1 46 1 52 1 54

30

26

25

20

1 5 1 3 1 1 3 9
1 0 9

1 0

5

1 8 6 9

1 5o 1 46 1 52 1 54

1 00

50

平
成
22
年
度

　 　 　 　
22 9 1 0 1 1

　 　 　 　

　 　 　
成 成 成
9 1 0 1 1

　 　 　

※県民一人当 た り 公園面積…都市公園 、 県立公園 、 市町村立公園 、 自 然公園利用施設、 農村公園等の

面積

※遊 歩 道 の 延 長… 自然歩道、 生活環境保全林遊歩道な ど県事業で施行す る遊歩道の総延長
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第 4 章 すべての主体の参加によ る行動

我々 の豊か な消費生活は 、 化石燃料等の貴重な資源 を大量に消費す る こ と に よ っ て成 り 立 っ

てお り 、 県民、 事業者、 行政のそれぞれが、 環境に関 し て担 う べ き 役割 と 環境保全に関 わ る行

動の意義 を十分に理解す る と と も に 、 それぞれの立場に応 じ た公平 な役割分担の下で活動 を展

開す る こ と が必要であ る 。 こ の た め 、 環境に与え る負荷、 環境か ら得る 恵み な どについて 、 経

済社会シ ス テ ム の分野ご と に それぞれの役割 を 明確化 し 、 環境教育 学習 を通 し て重要性を理

解 し 、 各主体が相互に協力 連携 し た積極的行動 を促す。

第 1 節 自 主的な活動の推進

1 各主体の協力連携体制の整備

○ ボ ラ ンテ ィ ア等社会参加活動推進事業

イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペー ジ に 、 平成 1 0 年 1 2 月 に施行 さ れた特定非営利活動促進法の概

要や 、 同法に基づいて認。正 し た団体の情報を掲載す る と と も に 、 パ ン フ レ ッ ト に ボラ ン テ ィ ア

活動 に関す る 県の ホ ー ム ペー ジア ド レ ス 、 関係機関の問い合わせ先な どを掲載 し 、 啓発 し た 。

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 ア ドバイ ザー等養成費座を 開催 し た 。

市町村の ボ ラ ン テ ィ ア等社会参加活動総合窓口の設置状況調査を行 っ た 。

平成 1 2 年 1 月 2 3 日 に ボ ラ ン テ ィ ア 団体な どの主催 に よ る ｢N P O ボ ラ ン テ ィ ア公開 ト

ー ク ｣ を 開催 し た 。 (県民生活課)

○ 環境情報の収集 、 提供

環境情報の収集に努め る と と も に 、 環境白書を作成、 配布 した 。 (環境政策課)

2 県民 ･ 事業者 ･ 行政の 自 主的取組の推進

( 1 ) 環境に配慮 し た ラ イ フ ス タ イルの確立

○ 省資源 ･ 省 エ ネ ルギー運動推進事業

省資源 ･ 省エネ ルギー運動 を推進す る ため 、 次の事業 を行っ た 。

消費者団体、 事業者及び行政等で構成す る ｢省資源国民運動鳥取県推進会議｣ の 開催

｢省資源 省エネ ルギー活動 リ ー ダー研修会｣ を県内 3 箇所で開催 (参加数延べ 1 2 2 名 )

(環境政策課)

○ と っ と り ア ジ ェ ン ダ 2 1 普及啓発事業

と っ と り ア ジ ェ ン ダ 2 1 を普及す る た め 、 次の事業を行っ た 。

｢環境にや さ し い く ら し 講座｣ の開催 (県内 5 会場 参加数延べ 2 3 5 名 )

県内 3 0 自 治会にお いて 、 二酸化炭素の排出量を削減す る モデル事業の実施

平成 1 1 年度事業箇所 3 0 自 治会、 世帯計約 1 1 0 0 世帯 (環境政策課)

○ 環境フ ェ ス タ ' 9 9 の開催

(第 2 部第 4 章第 1 節の 3 参照) (環境政策課)

○ 生活排水対策推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 3 ( 2 ) 参照) (環境政策課)
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( 2 ) 企業の環境配慮の推進

○ 国際環境規格。忍 。正取得モデル企業育成支援事業

(第 2 部第 1 章第 2 節の 2 参照)

( 3 ) 行政の率先行動の推進

(工業振興課)

○ 環境にや さ し い県庁率先行動事業

県内 にお け る 大規模な事業所 ･ 消費者の立場か ら 、 県の各機関が省資源 ･ 省エネ ルギー 、 ごみ

の減量化な ど、 環境に配慮 し た事務 を率先 し て実践す る行動計画 と し て 、 平成 1 0 年 7 月 に ｢当

面の率先行動計画｣ を 、 平成 1 1 年 3 月 に ｢環境にや さ し い県庁率先行動計画｣ を 策定 し 、 実践

す る と と も に 、 担当職員研修等 を通 し て市町村にお け る 取組の促進 を 図 っ た 。 (環境政策課)

○ 県庁 l s o 1 4 0 0 1 。忍証取得事業

県本庁知事部局の事務 事業 を対象 と し て 、 平成 1 2 年度中 の I S O 1 4 0 0 1 認証取得 を 目

指 し て準備 を進め た 。

平成 1 1 年度は 、 環境に影響 を与え る事務事業の う ち対策が必要な も の (著 しい環境側面) を

特定す る ため 、 県の事務事業の分析や環境影響評価 を実施 し た 。 ( 図2 1 8参照) (環境政策課)

米子市生活学校連絡協議会は 、 日 常生活の 中で身の 回 り を 見直 し 、 問題 を掘 り 起 こ

し 、 学習会 ･ 事前学習 ･ 対。舌集会 ･ 調査 事後処理 と 段階 を踏みつつ 、 最後 ま で問題

意識 を持ち よ り よ い生活環境を 目 指 し て い こ う と い う 目 的 を基に組織 さ れて い る 有志

の集 ま り であ る 。

活動 と し て は 、 買 い物袋持参運動の P

R の ため 、 ペ ッ ト ボ ト ルか ら で き た布 を

用 い ｢買 い物袋｣ を作 り 、 公民館祭 り で

販売 し た り 、 消費者 と お店の双方が環境

問題につい て更 に 関心 を深め て い た だ く

た め 、 エ コ シ ョ ノ プて の店頭調査及びア

ン ケ ー ト 調査を行い対話集会 を 開 く な ど

し てい る 。

長年 ‘し渡 る活動が評価 を 受 け 、 地元新聞で紹介 さ れ る 。
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表24 7 環境にや さ し い県庁率先行動計画の数値 目標 (平成 1 4 年度)

グ リ ー ン購入の推進

ア 古紙配合率 1 0 0 % の コ ピ ー用紙の利用割合を 1 0 0 % と す る 。

(平成 8 年度 : 5 0 . 6 % 平成 1 1 年度 : 8 7 % )

イ 特殊な も の を 除 き 、 外注印刷物の古紙配合率 7 0 %以上の再生紙の利用割合を 1 0 0 % と す る 。

(平成 8 年度 : 3 0 . 2 % 平成 1 1 年度 : 8 6 % )

ウ 用 品指定品 目 中 の環境配慮型商品 (エ コ 商品 ) の割合を 5 0 %以上 と す る 。

(平成 1 0 年度 : 3 1 8 % 平成 1 1 年度 : 3 9 . 8 % )

二酸化炭素排出量の削減

事務の実施や庁舎管理に伴い排出 さ れ る 二酸化炭素 を 、 平成 1 4 年度予測発生量か ら 5 %以

上削減す る 。

(平成 1 1 年度発生量 : 2 7 , 0 9 4 t 平成 1 1 年度予測発生量に対 し て 2 %増)

廃棄物の減量化

事務の実施に伴い排出 さ れ る 可燃ごみ につ い て 、 リ サ イ ク ル等 に よ り 現況の の発生量か ら 5

0 %以上削減す る 。

(平成 1 1 年度 平成 1 0 年度の発生量か ら 5 4 % の削減)

図2 1 8 箸 し い環境側面の特定手順

県
庁
舎
内
で
発
生
す
る
環
境
影
響

資源 ･ エ ネ ルギー の

消費

廃棄物の排出

( オ フ ィ ス活動)

｢環境 に や さ し い県庁率

先行動計画｣ 消費量等実

績の把握

著 し い

環境側

面特定

環境関連法規制の対

象 と な る 活動及び機

器 設備

一
般
事
務
事
業

類 型 化

広報、 普及 啓発業務

補助 ･ 融資業務、

維持管理業務

県
庁
舎
外
で
発
生
す
る
環
境
影
響

　
　 　
　 　
　 　
　 　　

　l 響
　

　

著
し
い
環
境
側
面
の
特
定

環境影響評価

を実施

環境への影響

を 評価 し 、 対

策の必要 な も

の を抽出

類 型 化

道路、 河川 、 砂防 、 治山 、

港湾 、 公 園 、 団 地 ( 工

業 流通、 住宅) 造成 、

廃棄物処理施設、 建築

公
共
事
業

L - ---------------------------------------‐-~~--…-----------------テー-------｣

l 環境こ有益な影響 ｣ 艦ー綾膠 L 環境基本計画 に位置づ馨れた事業 を l環境に有益な影響の あ る事業 と す る
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3 普及啓発 ･ 広報

○ 環境フ ェ ス タ ' 9 9 の開催

こ ど も 環境サ ミ ッ ト (環境パ ト ロ ー ル活動の発表、 知事 と の意見交換) 環境影絵 ミ ュ ー ジ カ

ル 、 グ リ ー ン購入 フ ォ ー ラ ム 、 各種展示、 エ コ体験コ ー ナ ー等 を行っ た 。 (環境政策課)

○ 環境美化対策推進事業

9 月 及び 1 0 月 を環境美化促進月 間 と し て 、 普及啓発用 ポス タ ー の作成配布 を行っ た 。

(廃棄物 再資源対策課)

○ 全県公園化構想普及啓発事業

全県公園化写真 コ ン ク ー ル を実施 し 、 4 8 7 点 ( 1 6 2 人) の応募があ り 入賞作品 を県内 3

箇所で展示 し た 。 (景観 自然課)

○ と っ と り ア ジ ェ ン ダ 2 1 普及啓発事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照) (環境政策課)

○ 環境の 日 及び環境月 間

環境基本法におい て は 、 6 月 5 日 を ｢環境の 日 ｣ と 定め 、 環境庁は 6 月 を ｢環境月 間｣ と 提唱

してい る 。 本県において も こ の趣旨 に沿っ て市町村及び各種関係団体の協力の も と に各種行事

を実施 し た 。

〔県 レベルの事業〕

月 間 中の大気、 騒音、 振動調査

少年少女環境ふれあ い推進事業 (環境パ ト ロ ー ル ) の募集

身の ま わ り の 自 然環境や公害な ど環境に関す る テ ーマ を定め 、 自 分た ち の町 を 調査す る小

学生の研究参加者 を募集 し た ( 9 グル ー プ) 。 ( 6 月 1 日 ~ 7 月 9 日 )

｢省資源 、 省エ ネ ルギー活動 リ ー ダー研修会｣ の 開催

( 6 月 1 1 日 ~ 1 3 日 、 1 8 日 ~ 2 0 日 、 鳥取、 倉吉 、 米子で開催)

｢環境教育 ･ 学習指導者研修会 ( こ ど も エ コ ク ラ ブサポー タ ー研修会) ｣

( 6 月 2 3 日 、 鳥取市で開催。 鳥取県 ･ 環境庁主催)

｢ 中 ･ 四 国環境教育 ミ ー テ ィ ン グ 9 9 ｣ の 開催

( 6 月 1 1 日 ~ 1 3 日 大山で開催。 中 四国環境教育ネ ッ ト ワ ー ク 主催)

･ ｢エ コ シ ョ ッ プ協議会｣ の 開催 ( 6 月 2 3 日 、 倉吉市で開催)

〔市町村の事業〕

米子環境 フ ェ ア 9 9 ( 6 月 1 2 ~ 1 3 日 、 米子市児童文化セ ン タ ー 、 米子市主催) の ほか 、 各

市町村におい て環境美化運動、 資源回収等が行われた 。 (環境政策課)

○ 地球温暖化防止月 間及び大気汚染防止推進月 間

平成 1 0 年 6 月 に制定 さ れた ｢地球温暖化防止対策推進大綱｣ に よ り 毎年 1 2 月 は 、 ｢地球

温暖化防止月 間｣ と し て 、 全国で地球温暖化防止に向けた広報 イ ベ ン ト が実施 さ れてい る 。 本

県で も 下 。己の イ ベ ン ト ･ 広報を実施 し た 。

ア イ ベ ン ト

( ァ ) ｢環境 と エ ネ ルギー を考え る 懇談会｣ の開催

( イ ) ｢地球温暖化対策推進連絡会議｣ の 設置

( ウ ) ｢モ デル 自 治会指定事業｣ 座 。炎会の 開催

イ 広報

( ァ ) テ レ ビス ポ ッ ト 3 0 秒 ( 1 2 月 1 0 日 ~ 2 5 日 1 9 回放送)

( イ ) 新聞広告 ( 1 2 月 2 日 掲載)

( ウ ) 県政だ よ り 1 2 月 号特集に掲載 (環境政策課)
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環境問題につい て関心 を深め 、 具体的 な行動につ な げてい く ため に は 、 子 ど も 達 も

含め多 く の人た ち の理解を深め てい く こ と が大切であ る 。

環境フ ェ ス タ では 、 ｢ こ ど も 環境サ ミ ッ ト ｣ を は じ め 、 環境影絵 ミ ュ ー ジ カ ル 、 リ サ

イ ク ルバザー な ど子 ど も と 大人が一緒に楽 しめ る 内容 と した 。

こ の う ち 、 ｢ こ ど も 環境サ ミ ッ ト ｣ で は 、 県内の小学校でエ コ活動 を続けてい る児童

が、 資源 リ サ イ ク ルの取組や身近 な地域の環境調査結果等 を発表 し 、 知事 と 意見交換

を行っ た 。

I 事業内容 -
こ ど も 環境サ ミ ッ ト 戯 韓

環境影絵 ミ ュ ー ジ カ ル ｢地球の危機｣

こ ど も エ コ体験コ ー ナ ー

グ リ ー ン購入 フ ォ ー ラ ム 新h 燕熱 教
リ サ イ ク ルバザ- 他 滲鰯歇

環境カ ル タ を体験 し て い る こ ど も た ち ー
　 　

第 2 節 環境教育、 環境学習の推進

1 環境教育 ･ 学習体制の整備

( 1 ) 環境教育 学習 リ ー ダーの養成

○ 自然観察指導員設置事業

自然体験教室等で 自然体験プロ グ ラ ム を企画、 実施す る 指導者 を養成す る ため 、 自然体験 リ ー

ダー養成 実践講座 を実施 し 、 延べ 7 3 人が参加 し た 。 (景観 自 然課)

○ 環境教育推進事業

環境教育 学習指導者 ( こ ど も エ コ ク ラ ブサ ポー タ ー ) 研修会を 6 月 2 3 日 鳥取市で環境庁

と 共催で開催 し た 。 (環境政策課)

l l

( 2 ) 環境教育 学習推進ネ ッ ト ワ ー ク の整備

○ ｢鳥取県環境教育 ･ 学習推進会議｣ の開催

｢鳥取県環境教育 ･ 学習推進会議｣ を 開催 し 、 今後の環境教育 学習の進め方 について有識

者 ･ 環境保全団体 環境学習指導者等か ら 幅広い意見 を聴取 し た 。 (環境政策課)

○ 氷 ノ 山 自然ふれ あ いの里整備事業

(第 2 部第 3 章第 2 節の 1 ( 1 ) 参照 ) (景観 自 然課)

○ 県立青少年社会教育施設整備事業

県立青少年社会教育施設を東 中 西部地区 に各 1 箇所整備 し 、 それぞれの施琥に特色 を も た
せる 方針 と し た 。 (生涯学習課)

○ 自 然科学館管理運営事業

大山 自 然科学館及び山陰海岸 自然科学館 を管理運営 し た 。 ( それぞれ、 (財 ) 自 然公園美化管理
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(景観 自然課)財団及び岩美町に委託)

( 3 ) 環境教育 ･ 学習関連の情報システム 、 教材の整備

○ 総合環境学習 ゾー ン ･ モデル事業

環境庁実施の総合環境学習 ゾー ン ･ モ デル事業に よ っ て 、 日 本 地域 と 科学の出合い館 (智頭

町) に整備 さ れた環境学習器材の紹介、 貸出 を行っ た 。 (環境政策課)

2 環境教育 ･ 学習活動の推進

( 1 ) 環境教育 ･ 学習の推進、 環境保全活動の支援

○ 環境教育の学習体制の整備

環境や 自 然を大切 にす る心を育み 、 環境保全や よ り よ い環境の創造のため に主体的 に行動で き

る 態度 と 能力 を育成す る た め 、 環境教育 を学校の教育活動の 中 に位置づけ 、 環境教育 学習 を推

進す る ため の体制の整備に努めた 。

ア 小中学校にお け る取組

(ァ) 環境教育の全体計画作成状況 (イ ) 特色のあ る 環境教育実践活動

(平成 1 1 年度) (平成 1 1 年度)

年度

校種 平成1 1年度策定済 平成12年度予定 その他 合計
小学校 1 34 1 8 26 1 78

中学校 20 20 20 60

(私立学校を含む)

項 目 小学校 中学校

公共施設 ･ 場所の美化活動 109 42

分別収集な どの実施 34 1 1

リ サ イ ク ル等資源の有効活用 75 1 2

草花な どの栽培 80 1 6

河川水質調査、 森林等調査活動 67 17

地域の文化や 自然の観察 1 6 6

啓発 ･ 広報活動 50 1 7

小動物 と の触れ合い 、 飼育 1 3 4

募金活動 12 1

(私立学校を含む )

(県教育委員会小中学校課資料)
イ 高等学校にお け る 取組

(ァ) 各教科にお け る取組

地理歴史科、 公民科、 理科、 保健体育科、 家庭科、 農業科、 工業科、 水産科な どで環境教

育につ い て指導。

※ ｢高等学校環境教育指導資料｣ (県教育委員会作成) の活用

ゴ ミ 処理、 リ サ イ ク ル 、 地球環境問題な どについ ての体験的学習の推進。

(イ ) 生徒会活動 、 特別活動 を利用 した生徒の 自 主的 な環境美化活動

学校祭の製作物の焼却禁止。 (平成 1 0 年 よ り 全校)

ボ ラ ン テ ィ ア活動な どでの駅の清掃な ど。

( ウ ) 環境に関す る 学科、 コ ー ス 、 系列の設置

学 校 名 学科、 コ ー ス 、 系列

青 谷 高 等 学 校 総合学科 ( 自 然科学系列)

米 子 高 等 学 校 総合学科 (環境科学系列)

倉吉工業高等学校 環境建設学科
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現在の環境問題の解決のため に は 、 私達の ラ イ フ ス タ イ ルの変革が不可欠であ る が、

こ ど も の頃か ら 人間 と 環境 と のかかわ り につい て理解 を深め 、 環境保全意識を醸成す

る 点で 、 環境教育の重要性が増 し てい る 。

彦名地区チ ビ ッ 子環境パ ト ロ ー ル隊は 、 中海に面 し野鳥が飛来す る ｢米子水鳥公園｣

を抱 え る 米子市彦名地区の こ ど も 達 に よ り 平成 2 年結成 さ れた 。 生活起因の汚濁等に

よ り 富栄養化 し た 中海に 日 頃接 し て い る た め 、 こ の グル ー プは ｢泳げる 中海 を取 り 戻

すた め に ｣ を合い言葉 に様々 な学習や活動 を行っ て い る 。

l 主 な活動内容 ｣
環境 に関す る 親子勉強会
町内の環境パ ト ロ ー ル及び美化清掃活動

生活雑排水を き れい にす る ための浄化実験

海や川 の水を き れい にす る ため の意識ア ン

ケ ー ト 調査

中海の水質調査

こ ど も 環境サ ミ ッ ト での活動発表 等 こ ど も環境サ ミ ノ ト での活動発表 (平成1 1 年社月 )
　　

(ェ) 環境に関す る特色あ る 科 目 (平成 1 1 年度実施)

科 目 名 教科名 設置高等学校名 (学科名 )

生 活 環 境 家 庭
倉吉農業高等学校 (生活科学科)

鳥取西高等学校 (家庭科学科)

地 球 環 境 理 科 青谷高等学校 (総合学科)

農 業 科 学 理 科 米子高等学校 (総合学科)

日 野川水系 理 科 米子高等学校 (総合学科)

環 境 化 学 工 業

鳥取工業高等学校 (建設シ ス テ ム科)

倉吉工業高等学校 (化学応用科)

米子工業高等学校 (材料化学科)

環 境 工 学 工 業

鳥取西工業高等学校 (建設シ ス テ ム科)

倉吉工業高等学校 (環境建設科)

米子高等学校 (総合学科)

環 境 保 全 工 業 倉吉工業高等学校 (環境建設科)

(県教育委員会高等学校課資料) (小中学校課、 高等学校課)

○ 環境教育 ･ 学習の推進

環境教育 ･ 学習 を推進す る ため 、 次の事業 を行 っ た 。

環境学習 プロ グ ラ ム や教材、 施設の情報を ま と め た ｢鳥取県環境教育 ･ 学習情報ガイ ド｣ を

作成 し 、 市町村、 小中学校等に配布 した 。 ( 5 0 0 部 )

夏休み期間 中 に環境パ ト ロ ー ル事業 を実施 し 、 1 0 月 3 日 開催の ｢環境 フ ェ ス タ ' 9 9 ｣ で

の ｢ こ ど も 環境サ ミ ッ ト ｣ で活動発表を行っ た 。 (発表数 9 グルー プ) (環境政策課)
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鳥取農業高等学校では 、 平成 8 年度 よ り

授業の‐環 と し湖山池を利用 し た水質浄化 楡』 ③嶬隣幽讓幽
式験を行っ て い る 。

こ れは 、 富栄養化湖であ る 湖 山池こ ィ ヵ ダ -を蓼 努〆 一三姦
を浮かべ 、 植物 を栽培す る 浄化試験であ る 。 警

実験では 、 生徒が組み立て たパ イ プイ カ ダ を

池に浮かべ、 ケ ナ フ を湖上栽培 し生育調査や 癈藤嗜讓 -
水質浄化試験を行っ てい る 。

ま た 、 水耕栽培に よ る水質浄化。式験 も 行 っ 水質浄化試験に用い る パイ プイ カ ダ
て い る 。 木材 と ビニ ー ル シ ー, ト を利用 し た水

耕栽培ペ ッ ト を 製作 し 、 家庭用 ポ ン プで水を循環 さ せ る シ ス テ ム を作 り 、 様々 な植物

の肥料吸収能力 を比較す る 。 ひ と つ め の研究 と の関連か ら 、 ケ ナ フ 、 パ ピ ル ス 、 ホ テ

イ ア オ イ を実験対象 と し て い る 。

○ 児童生徒に よ る 医･ る さ と ク リ ー ン ･ ク リ ー ン活動｣ 事業

すべて の公立学校の児童生徒が全県公園化週間の期間 中 、 学校が所在す る 市町村の海岸、 河川 、

公園 、 道路な どの公共的場所の清掃活動 を行っ た 。

平成 1 1 年度実績 参加学校数 2 6 9 校 (国立 ･ 私立学校含む )

参加人数 7 8 0 5 3 人 ( P T A等 も 含む ) (小 中学校課)
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重点プロ ジ ェ ク ト 6

｢環境に配慮 し た ラ イ フ ス タ イル｣ 指標か ら みた進捗状況

= 鳥取県環境教育基本方針に基づ き 、 環境教育 . 環境学習拠点の ネ , ト ワ ー ク の整備等 を通 じ て 、
も 『 県民全体の ラ イ フ ス タ イ ル を環境に配慮 し た も の に転換す る こ と を 目 指す 。

○ こ ど も エ コ ク ラ ブ参加者数

こ ど も エ コ ク ラ ブについて は 、 平成 1 1 年 1

にお け る 広報等 も あ り 、 平成 1 2 年 3 月 末現在

こ ど も の頃か ら の意識啓発のみ な ら ず、 県

民一人ひ と り が環境への理解 を深め 、 環境へ

の負荷の少な い ラ イ フ ス タ イ ル に転換 し て い

く た め に 、 環境教育の重要性は ま す ま す高 ま

っ てい る 。

そ の た め に も 、 指導者の育成 、 団体間 の ネ

ッ ト ワ ー ク づ く り 及び資機材の整備な どの活

動支援 を利用者の声 を 聞 き なが ら今後 と も 進

め てい く 必要があ る 。

※ こ ど も エ コ ク ラ ブ…環境庁主催の環境活動

に取 り 組む小中学生の ク ラ ブ

0 月 開催の ｢環境 フ ェ ス タ 9 9 ｣ 他各種媒体

4 9 ク ラ ブに達 してい る 。

ク
フ
ブ
数

1 。。 こ ど も エ コ ク ラ ブ参加者数
　 　　　 　　 　

rII rI■

-

II -
ll l
ll 788

箱 , --

癇 l

　 　 　 　
9 1 0 1 1 ■ クフブ数 22
年 年 年 口 入 数 年

○ ア ジ ェ ン ダ等策定市町村数 ア ジ ェ ン ダ等策定市町村数
市町村におい て は 、 境港市 に続 き 平成 1 2 4o

年 3 月 に倉吉市が倉吉市環境基本条例 を制定

し た ほか、 同 じ平成 1 1 年度中 に米子市がア 30

ジ ェ ン ダ 2 1 よ な ご及び環境にや さ しい米子 2。
市役所率先実行計画、 境港市が環境にや さ し

い市役所率先実行計画 、 福部村が環境にや さ 1 0 4 6
し い率先行動計画 を策定 し た 。 1

こ の よ う ◇こ 、 住民 に最 も 身近な市町村で環 0 平 平 平 浅
9 1 0 1 1培 に配慮 し た ラ イ フ ス タ イ ルづ く り を計画的 麗 麩 馨

に進め よ う とす る動 き が見 ら れる よ う に な っ 護 淺 護 護
た 。

※ ア ジ ェ ン ダ…一般的 に持続可能な社会構築のた めの具体的行動指針の こ と を い う 。

※ ア ジ ェ ン ダ等策定市町村数… ロ ー カ ル ア ジ ェ ン ダ 、 率先行動計画等の策定を行 っ て い る 市町

村数 と し た 。

○ エ コ シ ョ ッ プ。忍定店数

エ コ シ ョ ッ プ認定店数につい て は 、 平成 1

2 年 3 月 末の認定件数で 1 3 5 件 と な っ て い

る 。 平成 1 0 年 5 月 に設置 し た ｢エ コ シ ョ ッ

プ協議会｣ の活動等 を と お し て 、 さ ら に浸透

を 図 っ てい く 必要があ る 。

※ エ コ シ ョ ッ プ… ごみの減量化や リ サ イ ク ル に

積極的 に取 り 組む小売店 を エ コ シ ョ ッ プ と し

て 認定 し 、 県民 と 事業者の協力 に よ る ごみの

減量化 リ サ イ ク ルの推進 を 目 指 し た制度

エ コ シ ョ ッ プ。忍定店数
500

平 平 平
成 成 成
9 1 0 1 1

年 年 年
度 度 度

500

400

300

200

1 1 8 1 35
1 00

46 親

平
成
22
年
度
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第 5 章 地球環境保全に向け た活動の推進と 国際交流

地球温暖化、 酸性雨、 オ ゾン層 の破壊な ど地球環境が危機に さ ら さ れてお り 、 地球環境の保

全は人類共通の課題であ る 。 本県は 日 本海に面 し 、 環 日 本海諸国の陸城、 河川 や船舶か ら の負

荷 を受けやすい位置に あ る ため 、 県内の対策のみ な ら ず、 国際的な共同取組を積極的 に行 う 必

要があ る 。 こ の た め 、 地球環境問題に関す る 県土への影響につ い て研究 を推進す る と と も に 、

経験 と 技術 を活用 しつつ 、 国や他の地方公共団体、 大学等 と の連携の も と 、 持続的発展 を 目 指

し て地球環境問題に取 り 組む 。

1 地球温暖化防止対策の推進

( 1 ) エ ネルギーの節約、 効率的な利用の推進

○ 省資源 ･ 省 エ ネ ルギー運動推進事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照) (環境政策課)

○ 環境共生住宅推進事業

環境共生住宅 (地球環境を保全す る ため 、 省エネ ルギー ･ 省資源 ･ 廃棄物処理の こ と な どを考

え た 自 然環境 と 調和 し た住宅及び周辺環境) の基本設計を ワ ー ク シ ョ ッ プ (県民参加) の手法を

使っ て行っ た 。 (住宅課)

○ 建設 リ サ イ クル推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 1 ( 1 ) イ 参照 ) (管理課)

○ 木の ま ち " と っ と り "推進事業

間伐材等の安定供給体制 を確立す る と と も に 、 木の 良 さ を県民 業界等に広 く 普及 し 、 県産材

の需要拡大を促進 し た 。

平成 1 1 年度実施内容 研修会の開催 (鳥取市、 倉吉市)

県産間伐材 を利用 し た魚礁の開発、 及び湖山池への設置 ( 1 0 基)

(林務課)

○ 低コ ス ト住宅資材普及啓発事業

素材生産か ら木材加工、 流通及び大工、 工務店 に至る 連携連結の も と 、 一貫 し た体制の も と で

低 コ ス ト かつ良質な住宅資材を供給す る と と も に 、 消費者への普及活動 を行っ た 。 (林務課)

○ 住ま いづ く り 2 1 推進事業 ( シ ッ ク ハ ウ ス ･ 環境共生住宅の研修)

住宅建築資材か ら発生す る化学物質に よ る健康への影響や 、 地球規模での環境問題に対す る省

エ ネ ルギー 、 省資源 ･ リ サ イ ク ル 、 家庭廃棄物対策等の観点か ら 、 人や環境への悪影響 を な く し 、

周辺の環境 と 調和 し た住み心地の 良い住 ま いづ く り を 進め る た め 、 消費者及び住宅生産者に普

及 ･ 啓発の研修会を行っ た 。 (住宅課)

( 2 ) 新エ ネルギー 、 未利用 エ ネルギーの利用の推進

○ 県内研究機関連携推進事業

地域風力エネ ルギー利用 シス テ ム に 関す る研究 を鳥取大学に委託 し た 。 (工業振興課)

( 3 ) 車利用の見直 し と低公害車の導入
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○ ノ ー マ イ カ ー デー運動の推進

バス や鉄道な どに比べて 1 人当 た り のエ ネ ルギー消費量や二酸化炭素排出量が多い 自 家用車の

利用 を控え 、 公共交通機関 な ど を利用す る こ と に よ り 、 環境への負荷を減 ら す と と も に 、 公共交

通機関 を維持す る こ と な どを ね ら い と し て 、 毎月 第 1 , 第 3 水曜 日 を ノ ー マ イ カ ー デー と し てい

る 。

平成 1 1 年度 は 、 こ れ ま で県 、 市町村 ( 2 7 市町村) 、 従業員 5 0 0 名以上の大規模事業所

( 7 事業所) を 中心 に取 り 組んで き た こ の運動 を全県的 な取組 と す る ため 、 幅広い P R 活動や各

種団体への協力要。青 を行っ た 。 (交通政策課)

○ 低公害車の導入促進

環境政策課に導入 し たハ イ ブ リ ッ ド カ ー を 活用 し 、 展示や利用 を通 じ て普及 を 図 っ た 。 ま た 、

県内 にお け る 低公害車の普及について は 、 平成 1 1 年度は 1 3 6 台 と 前年 に比べ 5 2 台増加 し て

い る 。 今後 も 、 各社の参入に よ る 価格の低下に加え て 、 税制優遇措置の充実な ど も あ り 、 一層普

及が進む も の と思われる 。 (環境政策課)

○ と っ と り ア ジ ェ ン ダ 2 1 普及啓発事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 1 ) 参照) (環境政策課)

○ 環境にや さ し い県庁率先行動事業

(第 2 部第 4 章第 1 節の 2 ( 3 ) 参照) (環境政策課)

( 4 ) 地域緑化の推進

○ 間伐材等流通戦略モデル事業

間伐材を森林保有者 自 ら 集材、 製材 し て付加価値を高め る と と も に 、 消費地で直売す る 施設 を

整備 し 、 消費者 と の交流 と 県産材の P R を推進 し た 。

平成 1 1 年度実施内容 . 県産材直売施設 (三朝町) を活用 し た消費者への P R

木工教室の開催 4 回 (赤碕町、 関金町、 三朝町) (林務課)

○ 間伐材等原木安定供給事業

集団的 、 計画的な伐採を促進 し 、 原木の安定供給確保 を促進す る と と も に 、 森林整備に対す る

森林所有者の取 り 組み意欲を喚起 し た 。

平成 1 1 年度実施内容 伐採、 搬出 に よ り 生 じ た損失 に対す る助成 ( 1 1 集落)

間伐材の集材 ･ 出荷に対す る 助成 ( 6 , 0 0 o m3 )

共販市場に集荷 さ れた間伐材の選別仕訳に対す る 助成

( 1 0 , 0 0 o m3 ) (林務課)

○ 造林事業

(第 2 部第 2 章第 1 節の 1 ( 2 ) 参照) (森林保全課)

○ 森林計画樹立事業

森林施業 を計画的 に実施す る ため 、 県内民有林の森林資源及び伐採 造林等の実行状況を調査

し 、 流域単位で地域森林計画の樹立及び変更を行っ た 。

平成 1 1 年度実績 日 野川地域森林計画の樹立 (対象面積 7 7 , 7 7 2 h a )

千代川地域森林計画の変更 (対象区域及び林道計画の変更)

天神川地域森林計画の変更 (林道計画の変更) (林務課)

○ 緑 ･ 木 と のふれ あ い推進事業

(第 2 部第 1 章第 1 節の 2 ( 8 ) 参照) (森林保全課、 林務罧)

68



2 オ ゾン層保護対策の推進

○ フ ロ ン回収対策促進事業

フ ロ ン 回収協力店 に よ る 回収ルー ト を整備 ･ 確保 し 、 カ ー エ ア コ ン 、 、

蔵庫 、 ル ー ム エ ア コ ン の フ ロ ン 回収を行っ てい る 。

ま た 、 消費者に対 して 、 回収 と そ の費用負担の必要性を普及啓発 した 。

○ 紫外線。周査

カ ー エ ア コ ン 、 業務用大型空調機器、 冷

(環境政策課)

衛生研究所におい て地上での紫外線量の調査を行っ て い る 。 (平成 1 0 ~ 1 4 年度)

ま た 、 酸性雨が森林の衰退に及ぼす影響を シ ミ ュ レ ー ト す る健全化。弍験林の調査を行い 、 樹種、

林況、 立地環境に応 じた具体的対策の解明 に努めた 。

解明結果 (a) 平成 1 1 年度 P H 4 . 7 (智頭町) 、 P H 4 . 9 ( 中 山町) の酸性雨が確。恩

(b )

さ れてい る 。

気温、 降水量、 積雪 、 標高 、 植生 、 土壌 、 因子 、 母材等の情報 を入力 し 、

(林務課)

(環境政策。用

3 酸性雨防止対策の推進

○ 地球環境汚染物質等。周査 (酸性雨調査)

衛生研究所において 、 県下 4 地点で降水の酸性度 と その原因成分の調査を実施 し た 。

ま た 、 全国公害研協議会第 3 次酸性雨調査に参加 し 、

物 につい て 、 酸性度及び成分を 調査 し た 。

○ 酸性雨等森林衰退対策事業

調査地点 を 2 か所 (智頭 ･

降水以外の ガス状物質等 も 含め た全降下

(環境政策課) ｣

中 山 町) 設定 し て森林や樹木の衰退状況の把握を引 き 続 き 実施 し た 。

酸性雨 に よ る 影響危険度 を数値化 し た 。

4 環 日本海諸国 と の連携強化と協力

○ 環 日本海圏地方政府環境共同取組事業

平成 9 年 8 月 の 4 地方政府の合意に基づ き 、 韓国江原道 と の環境 ･ 保健研究者の相互派遣 、 中

国吉林省環境分野研究者の研修受入、 韓国江原道で開催 さ れた環 日 本海圏地方政府サ ミ ッ ト 環境

分野学術研究者会議へ行政代表者を 派遣 し 、 次年度 ｢環境 フ ォ ー ラ ム ｣ を創設す る こ と に な っ

た 。 (環境政策課)

○ 国際環境協力推進事業

島根県 と 共同で中 国吉林省 に現地視察団 を派遣 し 、 今後共同事業 を進めてい く 上での現地状況

について事前調査 した 。

派遣時期 平成 1 1 年 8 月 2 2 ~ 2 8 日

派 遣 者 鳥取県 4 名 、 島根県 4 名

視 察 先 吉林省環境保護局 、 吉林省環境観測中心点 、 吉林省環境保護研究所等

(環境政策課)
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重点プロ ジ ェ ク ト 7

｢地球環境保全対策の推進｣ 指標か ら みた進捗状況

地球温暖化、 オ ゾ ン層 の破壊、 酸性雨な どの地球環境問題は 、 県民一人ひ と り の行動が深 く 関

わ っ てお り 県民が一体 と な っ て取 り 組む と と も に 、 地球規模の課題であ る こ と か ら 、 国際的 な

協力 について も 対応す る 。

○ 二酸化炭素排出量

温室効果ガス総排出量につい て は 、 平成 7 年度で平成 2 年度比約 1 3 %増加 し てい る が 平

成 2 2 年度 ま でに平成 2 年度 レベル ま で削減す る こ と と し てい る 。

県 と し て は 、 地球温暖化防止推進事業の実施に よ る県民 、 事業者の 自 主的な排出削減の促進

のほか、 県庁率先行動計画の推進及び市町村等の温室効果ガス削減実行計画策定 推進の指導

等 を通 じ て 、 目 標達成のため に努力す る必要があ る 。

○ 森林蓄積量 森林蓄積量 (千立方メ ー ト ル)
森林の蓄積について は 、 年々 増加 し て い 700

る が、 二酸化炭素の吸収源 と し て今後 と も 600

着実 に増加 さ せて い く こ と が必要であ り 、 500

地域の実情 に応 じ た森林整備 を推進す る と 400

と も に 、 伐採跡地の的確な造林が図 ら れ る 300

よ う 指導 援助 を行 う 。 200

6 1 7

00

0O

0O

00

00

1 00 ▲ - QQ 55
　 　 平

成
22
年
度

※ 森林蓄積量…平成 2 年度以降に植栽 さ れ o
た立木の材積 平 平 平成 成 成

9 1 0 1 1

　 　 　
○ 低公害車の普及台数

低公害車の普及台数について は 、 平成 1 低公害車の普及台数 (台 )
1 年 4 月 よ り 低公害車の取得に対す る 税制 2500

000 2000

500

00O

500

1 5 84 1 36

上の優遇措置が拡大 さ れた こ と や 、 各種補

助制度等 に よ り 伸 びてい る 。 今後 も 、 各社 2000
の参入 に よ る 価格の低下 に加 え て 、 税制優 1 500

遇措置の充実な ど も あ り 、 一段 と 普及が進 1 。。。
む も の と 思われる 。

※ 低公害車…従来の ガ ソ リ ン車やブ ィ ー ゼ 。

ル車に比べて排出 ガス 中 の汚染物質の量 職 謙 邇
や騒音が大幅に少な い 、 電気 自 動車 ･ ハ イ 難 箋 鍾
ブ リ ッ ド 自 動車、 天然ガス 自 動車、 メ タ ノ

ー ル車等
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